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総務産業常任委員会会議録 

 

日  時 令和元年11月５日（火曜日）14時 00分～15時 23分 

場  所 議員控室 

出 席 者 逢坂委員長、磯野副委員長、船本委員、阿部委員、工藤委員、森議長 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 金木議員、平山議員、小寺議員、舟見議員、村田副議長 

事 務 局 豊島事務局長、杉野係長 

 

逢坂委員長（開会） 14:00～14:01 

 それでは、ただいまから総務産業常任委員会を始めたいと思います。 

今日は朝から文教厚生常任委員会でお疲れのところ、大変ご苦労さまでございます。 

本日の案件でございますが、財政状況の現状と今後の見通しについてでございます。

財政状況については、令和９年度までの見通しを含めております。町のさまざまな行政

活動あるいは公共施設政策の遂行をこれから実行していく上で大変重要なものと考えて

おります。今日は財政について説明を受けまして、今後のまちづくりをしっかりと考え、

備えていければいいかなというふうに考えておりますので、よろしくお願いをいたしま

す。 

早速ですが、担当課より説明を受けまして審議を進めてまいりたいと思いますので、

どうぞよろしくお願いをいたします。それでは、担当課の大平課長からよろしくお願い

します。 

 

１ 財政状況の現状と今後の見通しについて 

 

担当課説明 

説 明 員 財政課 大平課長、金丸係長 

 

大平課長 14:01～14:15 

 それでは、町財政の現状と見通しにつきまして私のほうから資料に沿って説明をさせ

ていただきます。説明につきましては、済みませんが、座ってさせていただきます。 

まず初めに、現状ということでお手元の資料、Ａ４サイズのほう、こちらのほうから

説明させていただきたいと思います。なお、資料につきましては決算の状況など皆さん

ご承知の部分が多くなっておりますけれども、新人の議員さんもいらっしゃいますので、

これまでの経過を理解していただくということも含めまして説明させていただきますの
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で、あらかじめご了承願います。数値につきましては基本的に一般会計分となっており

ますので、ご承知おき願います。 

まず、１ページをお開き願います。町の収入として、歳入の科目別推移を平成25年度

から平成30年度まで決算額を載せております。表につきましては、町税などの自主財源

と地方交付税などの依存財源に分けて記載をしております。自主財源の最たるものであ

ります町税につきましては、若干の増減はあるものの約７億円台で推移しております。

また、基金を取り崩す繰入金につきましては、羽幌小学校の建て替え事業や産業廃棄物

処理場の適正化事業など大型事業の実施により、国庫補助金や町債の対象外となる事業

が増加していることから繰入額が増加しております。 

次に、依存財源でありますが、その大部分を占めている地方交付税につきましては、

人口減少などにより毎年度１％から２％程度減少している状況にあります。また、国庫

支出金と町債につきまして平成28年度と29年度で大幅に増加しておりますが、これにつ

きましては羽幌小学校の建て替え事業を実施したことが主な要因となっております。 

２ページをごらんください。下段部分に平成30年度の歳入の構成比を載せております。

ごらんのとおり、歳入における自主財源は４分の１弱を占めるにすぎない状況にありま

す。また、９月の決算の特別委員会でも述べさせていただきましたけれども、地方交付

税が歳入の約５割を占めておりまして、依存度が非常に高い状況にあります。 

３ページをお開き願います。こちらにつきましては、町の支出として歳出の目的別推

移を載せております。年度につきましては同じ25年度から30年度までの決算額になって

ございます。子供から高齢者まで対象範囲が幅広い民生費が、各年度を通して支出額が

多くなっております。また、職員の給与等を支出する諸支出金や道路や公営住宅整備等

を実施している土木費の支出割合が高い状況になってございますが、近年は羽幌小学校

の改築事業ですとか武道館の建て替え事業などの実施によりまして教育費の支出割合も

上昇傾向にあります。 

４ページをごらんください。下段部分に30年度の歳出の目的別の構成比を載せており

ます。民生費がトップで約20％、次いで諸支出金と土木費がそれぞれ約14％を占めてお

りますが、４番目に借金の返済でございます公債費が約13％を占める状況になっており

ます。 

５ページをお開き願います。こちらにつきましては、歳出を性質別に区分したものと

なっております。職員の給与や議員の皆さんの報酬などが含まれる人件費が各年度とも

10億円強となっておりますが、近年は各団体への補助金や、大型事業の実施によりまし

て普通建設事業費の占める割合が大きくなっております。 

６ページをごらんください。下段部分が30年度の歳出の性質別構成比となっておりま

す。トップが17％の人件費、２番目で16.4％の補助費等、３番目が13.7％の物件費とな

っておりますが、こちらにつきましても公債費が13.4％と高い割合を占めております。 



3 

 

７ページをお開き願います。こちらは借金の状況といたしまして地方債の残高などを

載せております。こちらにつきましては特別会計についても載せております。借入額に

つきましては、羽幌小学校の改築事業やし尿処理を下水処理とあわせて実施するミック

ス事業などにより、平成27年度から29年度まで各会計合わせて10億円を超える借り入れ

を行っております。また、元金の償還につきましては、平成27年度に８億円台まで減少

しておりますが、平成28年度以降、先ほどの羽幌小学校の改築事業などの借入金の償還

が始まっておりますので、10億円程度の償還額が続いている状況にあります。地方債の

残高につきましても若干減少はしておりますが、90億円を超える多額の残高が続いてい

る状況にございます。 

８ページをごらん願います。こちらは貯金に当たる基金の状況を載せております。こ

ちらも特別会計を含めた状況となっております。一時的に残高が増加した時期もござい

ましたけれども、平成30年度につきましては一般財源扱いとなります財政調整基金と減

債基金合わせて３億円ほどを取り崩ししております。 

９ページをお開き願います。こちらは財政運営の仕組みについて載せております。上

段部分につきましては家計と自治体の違いという部分を一部比較して載せておりますけ

れども、こちらは後ほどごらんいただければと思います。下段につきましては、平成31

年度、今は令和元年度になっておりますけれども、予算要求時の財源の状況になってお

ります。歳入のほうの経常特定財源と経常一般財源を合わせた経常財源の合計が49億

4,226万8,000円、これに対しまして歳出の経常費が48億9,075万4,000円となっておりま

すので、数値は記載しておりませんけれども、差し引きで5,151万4,000円の余剰が出る

形となっております。これが臨時的な事業、臨時費に充てることが可能な財源となりま

すけれども、歳出の臨時費につきましては約22億円、これに対する歳入の臨時特定財源

が約10億円しかありませんので、予算要求段階で差し引き約10億円の財源不足が出てい

る状況になっております。これを踏まえまして予算査定などにより事業を選択し、実施

する場合の町債の借入額などを勘案した上で予算を調製し、議会へ提案をしている状況

となっております。 

10ページ以降につきましては各種指標になっております。こちらにつきましても後ほ

どごらんいただければと思います。 

続きまして、今後の財政状況の見通しについてご説明をいたします。Ａ４横の資料に

なります。１枚めくっていただいた３ページに概要を載せてございます。まず、期間に

つきましては、決算が終わっている平成30年度から令和９年度までを作成しております。

算定基礎につきましては、毎年度実施されております地方財政状況調査に準じた普通会

計ベースとなっております。一般会計と同じと思っていただいて構わないと思います。

数値につきましては、平成30年度につきましては実績額、令和元年度につきましては決

算の見込み額または予算額で作成しております。令和２年度以降につきましては、それ



4 

 

ぞれ一定の条件設定を行った上で推計をしております。また、令和２年度以降の投資的

経費につきましては、公共施設マネジメント計画に登載されている事業のうち今回の推

計で反映している事業につきましては、天売の複合化施設、焼尻小中学校の建て替え、

公民館旧館の建て替え、公営住宅建設事業のみの反映となっております。中の説明に入

る前に、この推計につきましては、先ほども申し上げましたが、一定の条件設定により

作成しておりますので、当然のことでありますが、さまざまな状況の変化によりまして

歳入歳出ともに今後増減いたしますので、あらかじめご承知おき願います。 

４ページをお開き願います。歳入の推計でありますが、令和２年度につきましては武

道館の建設事業等の完了により減少いたしますが、令和４年度以降につきましては、天

売複合化施設等の大型事業の実施に伴い町債借り入れを見込むため、増加傾向となって

おります。 

５ページをごらん願います。町税収入の推計でありますが、人口減少等もあり、令和

元年度をピークに減少していく見込みとなっております。最終年度になります令和９年

度につきましては、令和元年度比で約5,400万円ほど減少する見通しとなっております。 

６ページをお開き願います。実質的な地方交付税の推計でありますが、地方交付税の

代替措置であります臨時財政対策債を含め、こちらも人口減少等により毎年減少する見

通しとなっております。 

７ページの歳出の推計でありますが、赤色で表示しております投資的経費につきまし

ては、武道館の建て替え等の完了によりまして一時減少しておりますが、天売の複合化

施設等の実施により、こちらも増大する見通しとなっております。 

８ページをお開き願います。義務的経費の推計でありますが、人件費及び扶助費につ

きましては、職員数の減少ですとか人口減などにより徐々に減少していく見通しとなっ

ております。公債費につきましては、普通建設事業の実施状況により町債の借入額が増

減するため、これに連動して増減していく見通しとなっております。 

９ページをごらん願います。収支状況の推計でありますが、令和２年度以降につきま

しては、産業廃棄物処理適正化事業ですとか衛生施設組合等への負担金など、特定財源

が見込まれない事業の増加により収支が赤字となる見通しとなっております。これによ

りまして、実質収支が赤字とならないよう基金の取り崩しが必要となっていく見通しで

ございます。 

10ページをお開き願います。基金残高の推計となっておりますが、先ほどの収支状況

の推計にあった収支の赤字回避のため財政調整基金の取り崩しが必要となることから、

残高が減少する見通しとなっております。なお、その他の基金のうち町の単独住宅に係

る収支の余剰分を積み立てる町営住宅整備等基金につきましては当面増加の見通しとな

っております。 

11ページをごらん願います。町債残高の推計でありますが、大型事業の実施により令



5 

 

和５年度に一時増加するものの、徐々に減少していく見込みとなっております。なお、

公共施設マネジメント計画に登載されております他の事業を実施することにより増加す

ることとなりますが、基本的には令和元年度の残高見込みを超えないように事業の調整

を実施していきたいと考えております。 

以上で説明を終わらせていただきますが、財政状況の見通しにつきましては、先ほど

も申し上げましたとおり、今後の財政運営の参考とするために一定の条件設定によって

推計したものでありますので、このままいくというものではございませんので、この点

につきましてはご承知おき願いますよう再度申し添えさせていただきまして、私からの

説明は終わらせていただきます。 

 

逢坂委員長 14:15 

 ありがとうございます。ただいま説明を一通り受けました。これから質疑、答弁等に

入りたいと思いますが、発言は挙手でよろしくお願いをいたします。それでは早速、何

かご質問等あればお受けいたします。 

 

－主な協議内容等－ 14:15～15:23 

 

森 議 長   通常、最後に質問するのですけれども、全体の話になると思いますので、

確認したいと思います。７ページに借金の現状で、地方債残高とありま

すが、以前の決算とか財政見込みのときには実質の借金、先ほども説明

の中にありました臨時事業対策債だとか、違う形で後で戻ってくる。数

字的には100億近い借金があるのだけれども、実際に返さなければいけ

ない借金というのはこれだよということを最近言わなくなったような気

もするのですけれども、必ず以前は議員に対して説明があったと思いま

す。大事なポイントですので、まず議論をスタートする中で、借金が100

億あって貯金が 30 億だという前提で必ずしも話すことは適切ではない

と思いますので、数字の確認をしたいと思います。 

 

大平課長   森議長おっしゃられたとおり、一般の家庭の借金と違って町の場合は交

付税の補てんがございます。正確な数字は持ち合わせていないのですけ

れども、30 年度の決算のときの資料のほうに載せていた部分でいくと、

おおよそ６割は交付税で返ってくるという形で捉えております。ですの

で、４割は生の数字というか、本当に借金という形が約４割となります

ので、今のほうでいくと90億ありますので、４割ですので、実質生の数
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字でいくと 36 億、37 億程度という形になっていると思います。今後の

借り入れにつきましても、借金を背負うにしてもなるべく起債の中身を

選んで、過疎ですとか辺地ですとか、基本ははね返りのあるものを使う

形で考えております。ただ、どうしても財源不足が見込まれる場合につ

きましては、例えば今やっていることでいきますと解体事業、こちらに

つきましては公共施設の適正化事業債の除却という部分で借金だけとい

う部分がございます。どうしてもないときはこういうものを使わなけれ

ばならないかと思いますけれども、基本的には、条件のいいと言えるか

どうかわかりませんけれども、なるべくはね返りのある起債を選んだ上

で借りていきたいというふうに考えております。 

 

森 議 長   私なりに理解すれば、今の数字をそのまま当てはめると基金と借金はそ

う変わらないのだと。だから実質借金がないと。これはちょっと言い過

ぎですけれども、数字だけ見て悲惨な状況だと思うことは違うというこ

とと、基金のほうも全部すぐ取り崩して使えるかというとこれもまた、

最近は備荒資金基金なんかについても本当に財政が悪化した場合には使

えますよということがあると思うのですけれども、原則は災害とかそう

いうときに臨時的に使うということですので、必ずしもそうではないで

すけれども、つまりいろんな財政指数の数字が出てきて、全て財政状況

は健全だと。しかも決して特別ぎりぎりまで来ていないということが前

提にあるわけですから、その１つの具体的な数値として、羽幌町の場合、

実質借金と基金がある程度バランスよく現状あるというふうに理解して

よろしいでしょうか。 

 

大平課長   おおむね議長がおっしゃられたとおりでいいと思うのですけれども、ど

うしても基金につきましては目的基金、これについては使用目的が決ま

っておりますので、それに合致しないと使えないという部分もございま

す。ですので、どうしても使わなければならないときはそこを使わせて

いただいている部分もありますけれども、融通のきかない部分もありま

すので、そこについてはご理解をいただきたいと思います。借金のほう

ですけれども、おっしゃられているとおり、生数字でいくとそんな大き

くないようにも見えますけれども、どうしても借金がかさんでいくと、

はね返りの部分も考慮していろんな数値が出てくるのですけれども、11
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ページのほうを見ていただきたいのですけれども、11 ページの上です。

実質公債費比率、ここの部分が非常に影響される部分になっております。

今の段階でははね返りもいいですし、数字的にはまだまだいけそうな数

字ではあるのですけれども、これについてもごらんになられるとおり、

28年から上昇しております。これについては、小学校の改築事業でかな

り大きく起債を借りています。その辺の借金払いが増加していることに

よって数値が上がっています。一定数値を超えるといわゆるイエローカ

ードという形で、財政の収支計画、本当にきっちりした計画を立てた上

で収支のバランスを整えないと起債自体が、基本的には起債を貸してい

ただきたいというふうに申請を上げると同意していただける形が、今度

はきっちりと中身が精査されて、貸すかどうかの許可という形になると

思います。それより数値が悪くなると今度は本当に借りられない状況に

もなりかねないので、そこら辺は長いスパンで見ながら、もしこれだけ

借りると後々どうなっていくのだろうというのを見ながらいかないと、

借りていく部分も出てきますので、今でいきますと議長言われるとおり、

そんなに悲惨な数字でもないですし、健全化の中できっちりおさまって

いますけれども、先のことを考えると抑えるところは抑えていかないと、

必要なものを借りるにしてもどこまでがいけるかというやつは、長い目

で見ながらいかないと厳しいものというふうに感じております。 

 

阿部委員   自分も気になっていたところを教えていただきましたので、ありがとう

ございます。もうちょっと僕も聞きたいのですけれども、地方債残高が

93 億 8,000 万。実質的には 36 億。今課長のほうでも今後の状況という

のは見ながらやっていかなければならない。実質公債費比率をできるだ

け、いろいろな制限もありますので、考えてやっていきたいということ

ですけれども、ボーダーラインとなる部分です。実質的には36億ですけ

れども、どの程度までをボーダーラインとして、羽幌町の財政規模で考

えればこのぐらいかなというのがもしわかればお願いします。 

 

大平課長   今の財政状況でいくと、返していく部分でいくと毎年度一般会計だけで

も８億程度返している状況になっております。ほとんどが交付税に依存

しておりますので、先ほども話したとおり50％ぐらい。30億ぐらい交付

税をもらっていて借金払いが８億になっていますので、適正かどうかと
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いうのはあれなのですけれども、僕がやっているうちでは、これ以上の

単年度の起債の償還、これを超えていくとなかなか厳しいのかなという

ふうに感じております。基本的には借入額は借金を返す額よりも、当然

のことですけれども、抑えていかないといつまでたっても起債が減って

いきませんので、先ほどもありましたけれども、なるたけいい起債は借

りていますけれども、過疎でいくと７割が交付税で後年度補てんされま

す。３割は生の数字になってきますので、その部分が小さいものでも積

み重なっていくと、３割で済むといえば３割で済むのですけれども、事

業をたくさんしていきますと大きな数字になりますので、単年度で考え

ていくと、かなり圧縮していかないと重荷になってくるのかなと思って

います。公債費比率のほうにつきましても、先ほど申し上げた許可とな

ると、18％を超えると許可となってしまいますので、今年度10.9だった

と思いますので、まだまだ余裕がありそうといえばありそうなのですけ

れども、金額的に大きな事業を１つぽんとやると、学校みたいに10億と

か借りると、結構ぽんと上がってしまう状況もありますので、何か大き

な事業をするときには、ほかの事業は後年度に延ばすなり考えていかな

いとかなり厳しいのかなというふうに思っています。 

 

阿部委員   ボーダーラインは今というふうな感じですけれども、課長のほうからも

あった資金繰りでいけば過疎とか辺地債とかそういった部分を使ってと

いうことですけれども、過疎に対して枠があるからという話をおっしゃ

っていましたけれども、枠というのは全体の額なのか限度額なのか、そ

の辺もしわかれば教えていただきたい。 

 

大平課長   過疎で枠があるというふうに説明させていただいているのは、過疎のほ

うについては大きく分けて２つあります。いわゆる箱物を使うときのハ

ードと、いろんな補助とかに使っているソフト事業、大きく分けるとこ

の２つに分かれます。ソフト部分については毎年度、基本的には前年度

の交付税の算定に使っている基準財政需要額と基準財政収入額、そこの

数字をもとにして一定の率を掛けて出てきてしまって、そこについては

それ以上借りれない形で額が固定されます。今年でいくと、8,360 万と

いう数字が今年度羽幌町が借りれる過疎のソフトの上限値となっており

ます。毎年大体同じぐらい、8,000 万円程度ぐらいが羽幌町が使えるソ
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フト事業部分というふうになっていたと思います。ハード部分につきま

しては、昔は北海道枠とかとなっていて、借りようとしてもそもそも羽

幌町さんはそんなに借りれませんよという話だったのですけれども、今、

基本的には上限という形は最初から設けられておりません。ただ、今年

もそうなのですけれども、うちのほうで毎年春に起債の計画書を出して

申請して、同意を受けようと出しているのですけれども、基本的に春先

に出すのが１次同意。12月以降に２次同意という形で、別の追加分です

とかが募集されます。１次同意の段階で、羽幌町でも上げた分満度には

いかないかもしれないという形で言われています。なので、一定枠下げ

てほしいという形で、うちのほうで調整をして出す形になっています。

なので、枠という形では昔みたいな大きな部分はないのですけれども、

どうしても２次同意という部分で追加の部分もあって、国のほうが最初

の分は抑えぎみになっていますし、１次同意のときには、よその町村も

同じですけれども、ほぼほぼ予算額で申請を上げますので、最終的には

執行で小さくなるだろうから下げておいてほしいという形で、なるべく

圧縮する形で、満度には同意が受けられていない状態になっています。

ですので、枠はないですけれども、いけるかどうかというのはなかなか

難しい状況になってございます。 

 

阿部委員   ハードに関しては枠はないけれども圧縮している。ソフトに関しては

8,360 万円で、ソフト事業というのは町の振興事業的な部分もかなりそ

こでやっていたのかなと思います。先月総務産業常任委員会のほうで道

外視察に行ってきまして、吉賀町で、そこもいろいろな振興策、特に子

育てとかやっていて、過疎債を使って基金に積み立てているのだといっ

たお話をしていまして、僕自身は初めて聞いたので、実際そういったこ

とも可能なのかどうか。 

 

大平課長   目的が合致していれば、積み立てることは可能になっております。ただ、

それも借金になりますので、借金をしょって積み立てしていくのであれ

ば、浮いたお金を積んでいったほうがいいのかなと。どうしてもしなけ

ればならないものであれば、そのときに借りるなどしたほうがいいので

はないかというふうに考えています。 
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阿部委員   では、そういった使い方もできるけれども、町としてはそこはせずに、

あくまでも収支の決算状況を見て、残った分を積み立てるものは積み立

てるという考えでよろしいですか。 

 

大平課長   現状はそういう形で考えております。 

 

阿部委員   済みませんが、もうちょっとだけ。横になっている財政状況の見通しの

10ページの基金残高の推計なのですけれども、自由に使える財政調整基

金が令和元年度で15億、それがだんだん減っていって令和９年には２億

となっていますけれども、まず財政調整基金の目安、このぐらいは維持

したいという目安がもしあれば。 

 

大平課長   幾らが適正かというのはそこの財政規模等によって違ってくると思うの

ですけれども、現状羽幌町とすると皆さんご承知のとおりお金がいつで

もあるわけではないので、交付税とかが入ったときに、そのお金をもと

にして支出に充てていっています。こうやっていったときに、大体年末

ですとか年度末になるとお金が足りない状況になります。昔でいくと、

金融機関から一時借り入れを起こして、財源調整をして支払いをして、

交付税等が入ったときに返すということもしていたのですけれども、最

近はなるべく金融機関から借りないで、基金の運用をかけて動かしたい

というふうに思っております。これでいくと、一時的に年度末とかで借

りると、10億ぐらいはないと、起債を借りるのも事業が終わってからに

なって、最終的に借り入れるのは大体５月。交付金事業をやった場合も、

精算すると入ってくるのが４月とかになって、３月はどうしても足りな

いので、大体３月の段階では10億ぐらい基金の運用をかけて支出のほう

に回しておりますので、財政調整基金と減債基金合わせて、少なくても

10 億から 12 億ぐらいはないと運営に支障が出ますので、なくなった分

足りなければ金融機関から借りて、一時借入金のそれなりに高い利息を

払わなければならなくなりますので、できればそういうのは避けたい。

最低限そこは抑えておいて、あと大きなものが発生して出さなければな

らないというときも何もないというわけにいかないので、うちの財政的

には最低10億は持っていたいなと思っています。 
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阿部委員   最低 10億は持っておきたいという説明がありましたけれども、こうやっ

て見ていくと出てしまうということで心配になってしまうところもある

のですけれども、それをふやすとなったら。どんどん、どんどん財政状

況が厳しくなることによって規模を縮小していくということになってし

まうと、地域の振興策を打ち出すことができないであったり、また住民

の生活の向上であったりそういった部分に向けられなくなってしまうと

いった心配も出てくるのかなと思うのですけれども、今後どういった形

で、ただただ減っていく中でやっていくだけではなくて、どうすればい

ろんなところから引っ張ってこれるか、またふやすことができるかとい

ったことの案なりあれば財政、担当課のほうから、こういったことをや

ればふえるのかなというのがもしあればお願いします。 

 

大平課長   お金をふやすというのは、財政サイドからすると難しい部分があるのか

なというふうに感じております。ただ、推計に当たりましては、どうし

ても歳入についてはかたく見ざるを得ないというふうに思っております。

楽観的な数字で、これだけ入ってくるだろうという形で財政運営は考え

られませんので、収入については伸びるという形では見づらいのかなと

いう形で落としております。逆に歳出のほうにつきましては、最低限、

今かかっているぐらいはかかるだろうという部分を見ざるを得ないので、

そうしていくとどうしても収支のバランスでいくと、毎年度赤という形

になってきているのかなと思います。 

       基本的には何の事業をやるにしても、いろんなところに情報を提供して

もらうだとか探すなどして、何とか特定財源はないかという形を探しな

がら所管課では一生懸命やってくれているというふうに思っています。

ただ、まだまだ拾えばあるのではないかというのもございます。どうし

ても縦流れという部分もあって、実際よその省庁で使えそうなやつがあ

るのではないかというのもたまに出ていたりします。今ちゃんと使って

いるのですけれども、ビーチの春先というか、オープン前のごみの収集、

あれについては観光サイドではなくて、メニューとすると環境省メニュ

ーの補助金があって、ふだんは直接つき合いのない環境部門のほうの補

助金等が拾われています。そういったところをまだまだ探っていくとも

しかしたらあるのではないかという気もしますので、やれる事業につい

てはなるたけいろんなところの特定財源を探しながら実施していけば、
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少しは持ち出しの分は減るのかなというのは１つあります。 

       あと、ハードについては、マネジメントに乗りながらやっていく部分、

大規模な部分がありますので、そちらのほうは今も急がなければならな

いものもあるのでやっていきますけれども、それ以外の部分については

単年度で一遍にたくさんというのは無理だと思いますので、施設の状況

等々、現在もそうですけれども、計画にはこの年度となっていても、施

設の状況が悪くないのであれば無理に大規模改善するわけではなく、少

し様子を見てだとかそういうこともしていますので、経費については圧

縮しながらやっていけるのかなというふうに思っています。 

       あと、今後の部分で考えたときに、事業の見直しは全庁的にしなければ

ならないのかなというふうに思っています。内部の事業だけであれば職

員同士で話をしたり圧縮で済むのですけれども、先ほど阿部委員も心配

されていた町の人たちの部分があります。財源が減ってくれば、全部が

全部今までどおりできるかというと多分厳しいのではないかというふう

に思います。そうなったときに事業自体を全体的にまずは見直しをして、

今やっている部分全て必要だと思うのですけれども、補助事業にしても、

特定の本当にごく一部の方にしか恩恵がないのであれば、そういった部

分は縮小ですとか、場合によっては廃止をするなどして、浮いたお金を、

全部回してしまうと同じになってしまいますので、浮いたお金の一部を

まだまだやっていったほうがもっともっと広い人たちに使われるのでは

ないかというほうに振り向けるだとか、そういうことをしていかないと

限られた財源でやっていけないですし、町の方々が住んでいてよかった

と思える部分になるためにはそういった部分に振り分けすることも必要

でしょうから、全てをやめるわけではないですけれども、縮小、廃止と

いうのはどうしても出てくるのではないかなというふうに思っています。 

 

磯野副委員長 済みません。聞き漏らしたところがあって。人口の減少推移というのは

何％と言いましたか。 

 

大平課長   人口につきましては、もともとうちのほうで使っていた人口推計のやつ

を使っています。国立社会保障人口問題研究所ですとかそこの部分の数

値を使いながら推計しております。先の部分については。ただ、直近の

部分については今のを使っていますので、そことの比較をしながら使っ
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ている部分もあります。 

 

磯野副委員長 だけれども、全てのグラフは令和９年まで出ている。令和９年の人口と

いうのはどのぐらいを想定。 

 

大平課長   令和９年ですと総人口で5,768。 

 

磯野副委員長 先の条件の話をしてもなかなか確実な答えというのはないのですが、

5,768、いわゆる交付税の人口として単純に出てくるのですけれども、生

産人口なんかはどのように見ているのですか。 

 

大平課長   こちらも同じ推計値の中でやってて、総体人口のやつは年齢区分ごとで

推計をかけていますので、生産年齢人口でいきますと令和９年度で

2,588 となっていますので、半分ぐらいという形です。そういう形の減

少見込みです。 

 

船本委員   基金のことをさっき阿部委員が聞いて、大体内容はわかったのだけれど

も、そのほかに聞き漏らした部分もあろうかと思うのでお聞きしたいの

ですが、30年度の決算で六十二、三億の決算になっているのだけれども、

これに対して基金の、さっき阿部委員のほうでボーダーラインという言

い方で質問されていたのだけれども、家庭と同じで、一家庭で家計をや

った場合にどうなるのかという一番町民がわかりやすいような、毎年広

報でわかりやすく出しているのだけれども、そういうことからいってい

っても、うちの財政、六十二、三億の一般会計だから、決算でこれだけ

の金額に対してそれこそボーダーライン、この程度の財調は持っていた

い。10 億から 12 億と言っていましたから、このくらいは最低持たなけ

ればならないよと。 

       話は変わるけれども、水道のほうだって３億なら３億、今の規模からい

って３億程度は持っていなければならない。いつこうなるかわからない

からということなのだけれども、うちの場合、財政計画というのがある

のかないのか知らないけれども、近いようなものは計画されていると思

うのです。10年間ぐらいで、途中で中期でもってどうなっているのか状

況を判断しながらやっているのかなと思うのだけれども、そこら辺どう
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なのか。そういう計画があって、そういうようにやっているのかどうか。 

       それと、先ほど阿部委員も言ったように、30年度、令和元年でもいいの

だけれども、15億 6,000 万あったやつが令和９年には２億900万になっ

てしまうのです。使えるといったら財調とか、減債は借金だから、備荒

資金といったって300万ちょぼちょぼでしょう。そうしたら財調ぐらい

しか使えるといったらないし、基金というのはそれぞれ条例をつくって、

目的基金だから無理だから、借りれるけれども、家庭を捉えて、うちの

かまどであれば収入はこれだけだから、課長の家は1,000万だから、そ

れに対して貯金はこのくらい持っていなければならないと。将来、何年

になったら退職も近づいてくる。そういうあれがあってもいいのでない

かなと思うのだけれども、全然そういう考えはないのですか。 

 

大平課長   中期的というのでしょうか、大体10年ぐらいのやつは、基本的には毎年

度ローリングして、どうなっていくのだろうというやつは、あくまでも

内部資料でつくってはいます。そうやってやっていくともっともっとシ

ビアな部分で、それこそマネジメント計画どおりやっていったらどうな

るのだとかという形になってきますので、もっとシビアな形になってき

ます。基金の部分でいくとなかなか難しいのが、家計でいくと毎月入っ

てくるお金は決まっていますので、これだけ入ってくるのだから、あと

は自分のところの貯金をこれだけためていって、取り崩してもこんな感

じかなでいけると思うのですけれども、うちがやっていけるとすると経

常費ぐらいだと思うのです。これぐらいお金が入ってくるからこれぐら

い使えるかな。残った分をどうしようという部分でいけると、31年度の

予算要求段階でも、先ほどちょっとお話ししましたけれども、大体予算

要求ベースで5,000万ぐらい余るのかなとなるのですけれども、それだ

けではどうしても事業をやっていけなくて、臨時費で町民の方々に還元

できるものを探そうとやると物すごい足りなくなってきます。そうなっ

たときに、基金はどれぐらいがいいのかなというのをうちとしても持っ

ていたほうがいいと思うのですけれども、数字的に絶対これは出せない

なというような計画はつくれていない状況になっていますので、船本委

員言われるとおり、持っていたほうがいいのではないかというのはうち

としても思っていますので、今後その辺も考えながらやっていきたいな

と思っています。 
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船本委員   先ほど人件費の関係で、これからは人件費も下がるだろうと言っている

のだけれども、資料では平成25年から 30年度までは数値が上がってい

っているのだよね。人件費が。これから下がるというのはどういうこと

なのですか。特別何かあるのですか。 

 

大平課長   過去の推移でいきますと今年度、令和元年度末で多くの方が退職される

ということで、いきなり退職される分の人数、採用をとりにいきません

ので、年齢構成をかけて、前倒しで毎年１人、２人という採用をしてお

りましたので、退職する方のほうが余りいなかったものですから、その

まま上がっていっている時期になっています。今後につきましては、推

計に当たってはですけれども、今年度退職される方々については再任用

の制度がありますので、基本、退職された方は期間中は全員再任用で雇

用していくという推計にしていますけれども、そもそもの単価が大幅に

下がりますので、その部分がまず下がる。ただ、どうしても人数がいま

すので、最初のうちは大きく下がった形では見えてこないのですけれど

も、途中からその部分で、ある程度職員の人数も確保する必要があると

いうふうに思っていますので、最低限必要な人数、これぐらいかなとい

うところで、今よりはちょっと少な目になりますけれども、最低限確保

するという形でいったときに採用される方となると、新卒だと金額が下

がりますので、その辺でちょっと下がっていくという形になると思いま

す。 

 

船本委員   それと、さっき過疎債の関係で、ソフトについては8,000万程度、ハー

ドについては上限はないのだというあれなのだけれども、基金を見てい

て、金がないのなら財調しか崩すのはなかったのだけれども、最後にな

ったら２億ぐらいしかなくなってしまうでしょう。金ないから、金ない

からでやってしまえばどうにもならないから、ないところを財政課長あ

たりが頭を使って知恵を出して、町民のためになるようなまちづくりな

り、そんな大きい金額でないのならなおのこと、商工振興のためにやら

なければならないという気持ちでかかるとなれば、過疎であれば大体７

割であれば、おかしな補助よりもずっといいのだよね。そういう形で、

財調にどんどん積めとは言わないよ。ある程度使っていかなかったら町
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の活性化にもならないから、上限はないといってもうちの財政状況を見

ながら、財政力指数というか、いろんな数値があるから、そういうのを

見ながらある程度の歯どめがかけられるということもあるのですか。そ

れは全然ないのですか。 

 

大平課長   過疎のほうでいくと、ソフトのほうでいくと結構幅広く使える形になっ

ていますのでいろんなものに使いたいのですけれども、本会議ですとか

予算ですとか決算のときにも話させていただいているとおり、今うちの

過疎のソフトは借りれる分満度に借りている状況になっていますので、

中で動くという部分でいくと去年とか小学校の解体がかなり大きくなっ

ていましたので、それで大分占められている部分もありました。そうい

う部分が減ってくるとそういうふうに充てていた分がソフトに充てれま

すので、そうなるともうちょっとやれるものが違ってくるのかなと思い

ます。 

       ただ、今の中でいくと、解体がゼロになったとしても、やれる部分とい

うのは、今ある事業にほぼほぼ充てれるやつは見繕っていますので、ど

こでもいいからこれを入れておくと、もともと組んでいる事業費が一般

財源だったのが過疎の７割で済むなというやつは、早い段階から振り向

けれるやつは選んでいますので、なるたけそういう部分で拡充できると

いうか、今までやっていたやつよりもう少しお金がかけれるかなという

のは出てくるかもしれませんけれども、過疎が浮いていて、新しい事業

を考えてそこに入れていくかというのは、そういう状況にもなっていっ

ていないので、過疎はなかなか厳しいのかなと。ただ、船本委員言われ

るように、うちも貯金はある程度持っていないと心配なのですけれども、

何でもかんでも積んでいって町民還元しないというのは全然考えており

ませんので、どうしても町民の方々に還元しなければならない部分は入

りつつ、最低限持つ部分は持っていきたいなと、そういう考えでおりま

す。 

 

船本委員   横の表で 10 ページですか、これを見ていても令和４年ぐらいまでは 10

億維持できるから、ここら辺まではまちづくりなり町の振興のためにあ

る程度は使っていかなかったら、あれもだめだ、これもだめだとなれば

なかなかないかなと思います。 
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       それからもう一つ、辺地債についてお聞きします。実は天売の複合施設

の関係で、僕らはオブザーバーという立場で聞かせていただいたのです

が、それの裏財源というのがどうも見えてこないような気がするのだけ

れども、辺地であれば過疎よりもまだ有利な、８割くらいですか、補助

みたいな形になるから、裏財源が見えてこないというのは、１つの建物

を建てて、昔は財政から裏財源も何もきちっとしていなかったらそんな

ものだめだで受け付けられなかったのだけれども、今は裏財源が決まっ

ていなくても財政で受けて、これから各課でもって、複合施設だからそ

れぞれ決めるということになるのかなと思うのだけれども、辺地債なん

かはボーダーラインみたいなものというのはあるのですか。 

 

大平課長   今言われたのは天売の複合化施設なのですけれども、基本的には補助金

が今のところは見つけられないかなという話で来ています。ただ、まだ

まだ中身が完全に決まっていないので、固まれば所管はどこにするかと

いうのが出てくるかもしれませんけれども、使えそうな財源は必ず拾っ

てもらうという形でやってます。天売の複合化につきましては、うちの

ほうで考えているというか、充てれそうだとやっているのが、辺地が全

体事業費の50％、過疎を50％というふうに考えております。微妙に端数

とか出てくるのですけれども、辺地のメニューに高校というのがないの

で、高校部分は過疎を充てるしかありませんので、過疎債を充てる。そ

れ以外の部分につきましては基本的には辺地でいけるというふうに思っ

ていますので、そちらのほうについては辺地を充てていくという形で考

えておりますので、でき上がったものの面積案分という形になると思い

ますけれども、そういった形で動く形で担当者のほうに出てきたら数字

をつくる形でということで指示しておりますので、基本的には過疎と辺

地で充てようと思っています。 

       辺地ですけれども、こちらも一応は枠という部分はないですけれども、

１次の同意のときに出したものが同じように満度ではなく圧縮できるだ

ろうという形で、単純に５億使いたいといったときに４億8,000ぐらい

にならないのかという形で、そこまでしか同意できないよということは

言われるかなと思っていますけれども、基本的には枠がどうとかという

形ではいかないと思っていますので、どちらにしても年度当初から上げ

ておけば、それなりの形で確保できると思っています。 
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工藤委員   初めてこの委員会に出るのですけれども、大変勉強になっているのです

けれども、町民が現在人口で6,700ぐらいなのですけれども、実際に働

いている人方が働くことによって町税が若干なりとも得られると思うの

ですけれども、今船本委員が言ったように、若干でも町民にプラスにな

るような予算をつけていただいて、町民に稼いでいただいて、その中か

ら一部町税として納めていくという、そういう仕組みを。大きな金額に

はならないと思うのですけれども、このような部分でそうやっていかな

いとだんだん減っていくばかりで、このグラフを見るように大変なとき

が来るのだろうと思うので、今から少しでも予算の中から税収が生まれ

るような仕組みをつくっていっていただければなと思っておりますけれ

ども、その辺はどうですか。 

 

大平課長   基本的には私たちの仕事とすると、上がってきたものがどこまでつけれ

るかなという話になるのですけれども、まさに事業をやっている所管課

のほうはそういうところも考えた上で事業の作成ですとか、提案してき

ていると思いますので、基本的には町民の方に還元されるものをやって

いるというふうに思っていますけれども、あとは事業予算、持っている

予算の中でどこまでやれるかということになると思いますので、そこは

理事者のほうも十分理解しておりますので、上がってきたものの中で、

あとはある予算をどこにどう振り分けるかという形になりますので、中

身については各課きちっとそこは考えて出てきていると思っていますの

で、うちのほうとすると、あとはある予算の中でどこまで回していける

かなという形で、基本的にはただばつっと切っているというふうに思っ

ていませんので、ご理解していただきたい。 

 

森 議 長   かつて十数年前、あの当時は確かに交付税も含めた地方財政に対して国

が非常に厳しい姿勢をとって、合併問題と絡めて各地方自治体の財政が

非常に悪化するという時代がありました。当時も羽幌町は職員、議員も

含めた努力の中で、非常に安定した財政状況であったということがあっ

たと思います。反面、苫前町は非常に厳しいということでありました。

現在を見ると苫前町はむしろ、細かい内容はわかりませんけれども、基

金残高も高いですし、立て直したと言っていいのかなと思います。 



19 

 

       羽幌町はその機会に、当時石川財政課長時代に、長期の財政計画を議会

のほうからつくれというようなことを受けていただいて長期の財政計画

をつくりました。ペーパーでつくると、何年度には基金ゼロ、毎年数字

を必ず持ってきます。議会としては、このままやるということは何も考

えないでどんどんやっているということなので、こうならないようにす

るのが当たり前ではないかという議論があったと思います。財務課、現

実には町長含めて、絶対そういうことにはしませんと。これは数字だけ

のことですからと。いろんな細かいことの中で、有利な起債を使うだと

か、経費を下げるだとか、創意工夫をしてということです。 

       結果として最近見ても、10ページの基金残高も、今は財調だけが話題に

なっていますけれども、ほとんど減っていないということです。シミュ

レーションのほうに入るといきなりほぼ財調がなくなるという数字にな

るということは、その時代その時代、その年度年度に応じた財政運営を

しないとこうなりますよということでありまして、最終的には役場全体

ですけれども、一義的には財務課としてそうならないように具体的に手

を打たなければいけないというふうに思いますし、恐らく大平課長もそ

ういう意思はかたく持っていると理解したいと思います。 

       その上でここ数年、気になっている予算の使い方が目立ちます。そのと

きに財務課がどれだけ体を張ってとめているのかなという疑問を持つこ

とも結構あります。さっき船本さんも触れたことに関係するのですが、

具体的に言ったほうが、辛辣になりますけれども、皆さんにわかりやす

い例からすると、小学校の運動場に補助金が今年つきませんでした。

2,000 万つきませんでした。だけれどもやるのだということで、どう考

えたって緊急性に関しては疑問符がつきますし、特定の議員は反対討論

までして、議会全体としては通したのですけれども、通常の財政運営か

らすると、永遠につかない補助金だということであれば、しかも緊急性

があって、どうしても優先順位の中で羽幌町で最も今すぐやらなければ

いけないというようなこと以外は、補助金があるものを捨てて、全部実

費で2,000万、生のお金を出してやるなんてことはまず１つあり得ない

と思いますので、財務課がきちっと町長に理解させて、担当課も含めて

ですけれども、体を張ってとめるぐらいのことをする１つの事例だと思

います。目に見えないところではまだまだそんな事例があるのかなとい

うふうに思っています。 
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       基金の積み立てに関しても、一昨年でしたか、３月に、全くシミュレー

ションには載っていない、公共施設マネジメントの、当時からいうと10

年後に載っている役場庁舎の基金をいきなり億単位で積んだ。当時の議

員が、私は議長で聞いていましたけれども、なぜ積むのだ、理由を言っ

てくれと言ったら、思いつきで積んだのだと、明確にそういう言い方を

していたと思います。先ほどから各委員が、財政調整基金がこのまま放

っておけばなりますよということがある中で、思いつきで、将来いつや

るかもわからない建物の基金を積むなんて全く理解できないですし、こ

れもまた財政のプロである、当時の課長だったと思いますけれども、ち

ゃんと理由を言って、そういうことはしてはいけないのだということを

まず内部のほうで調整する必要があった事例だと思います。 

       こういうことを言い続けるとまだ何点かありますけれども、特に目につ

いた２点だけにとどめておきますけれども、そういうことをしていると

数字がおかしくなることははっきりしているのです。先ほど苫前を言い

ましたけれども、次に悪かった増毛も今の町長になってから、あそこは

ふるさと納税という部分も見えていますけれども、かなり財政的なとこ

ろの再建ということに力を入れて、あそこは４年に一遍財政計画をつく

り直しているのです。今年度で終わりなのですけれども、そういうもの

を財務課のほうでつくって、議員ももちろんそうですけれども、町長に

も見せて、こんな使い方はできないのだとか、これはもっとあれだとい

うようなことを常に訴えていかなければ、思いつきであれやれ、これや

れとかということになっていくので、その辺は重大な使命を持っている

と思いますので、申しわけない言い方で、励ましの言葉としてとってい

ただければと思います。 

       ずっとやっていると１時間ぐらいかかるので具体的なことを聞きますけ

れども、経常費のシーリングというか、必要になってくると思います。

シーリングをかけると、優先順位を常に意識してやっていく。余計なこ

とを１つ言うと、かつて財政課長が前の年に僕らが視察に行ったとき、

この建物はつくらないのだと言ったものに予算ついたことがありますよ

ね。そういうことはシーリングをかけているとあり得ないのです。古い

委員は何のことを言っているかわかると思いますけれども、それとか、

言いましたけれども、公債費負担の適正化というのは大事でありまして、

ただし、実際に一時期は７億程度におさめるのだと。その前は港の関係
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があって十何億超えているときがあって、その辺をぐっと圧縮すること

によって財政の悪化を防いだ。過去はそうだったと思います。 

       一番気になっているのは、理由をやっていると時間なんか全く足りなく

なるので聞きませんけれども、経常経費比率が急に１年、２年で上がっ

ているということが非常に気になります。今日は詳しい説明はなかった

ですけれども、経常経費比率というのは、大ざっぱに言うと、給料だと

か人件費だとか固定的にかかることが全体の予算の何割になっているか

というのが経常収支比率です。かつては90を超えたことがありますし、

計算の仕方も変わったりして微妙にあれなのですけれども、近年の比較

からすると急に上がっています。 

       一番目をつけるのは人件費なのです。急に人件費というのは減らないで

すし、公務員の給料も民間が景気がいいということの流れの中で徐々に

見直しも図って上がってきているということも少し影響しているのかな

と思いますけれども、これは我々、さっき言った令和９年ですか、人口

が5,000人台になるという町で、かつての１万を超えていたときの、人

件費というよりも職員数がそれに見合った形で本当に減っていくのか。

一旦雇ったら、これから 65、場合によったら 70 まで雇った人は職員と

して働くわけです。つまり、先を見ながら、ただ３人やめたから１人補

充とかということでなくて、根本的に人員配置をどう見直すのか、その

ためにどういう仕事を、遊んでいるとは言っていませんからね。みんな

一生懸命やっているのだけれども、人は減るのだけれども、経常経費、

役場の職員の給料の部分が非常に大きくて、新しい事業にお金を回せな

いということが考えられるとしたら、仕事のやり方も含めて他町村の研

究もしてもらわなければ。 

       財務課だけの仕事でないことはもちろんわかっていますけれども、実際

によそへ行くと、人口が羽幌より多くて、大幅に職員数が少ないという

町村は現実に我々も視察等で見てきていますから、そういうところはど

ういう仕事をどういうふうに自分たちがやって、これだけの人数で回せ

るのかということもあると思います。ここに手をつけていかないと、ど

んどん事業を減らして、役場は残るけれども町民が住んでいないみたい

な悪循環になりますので、財政の観点からの他町村との比較。さっき言

った増毛なんかは羽幌よりも職員が多過ぎるので余りいい例ではないで

すから、それ以外のところで調べてみてください。 
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       やるべき事業はきちっとやらなければいけないわけで、そのときにさっ

き過疎債で辺地債でいけると。これは画期的なので、ぜひやってほしい

と思います。ただ、これもいろんなものがあって、最終的には担当課と

振興局だとかいろんなところだけのやりとりでいくと、決まり切った今

までの前例に沿った形の一定額でいくと思うのです。だけれども、立て

直しているところには、トップセールスも含めて、よその町よりも多く

有利な起債を、いろんな情報を入れながら、もしくはある程度の枠を便

法的に超えながら、同じ10億なら 10億の事業をやるときでも一般財源

をいかに落としながら実効性のある事業をやるかというのが、ある意味

ではトップも含めた、腕の見せどころというのは乱暴な言い方かもしれ

ませんけれども、非常に重要なファクターになっているのも現実です。

各町村の成功している例を見ると。 

       クレームばかりつけているようですけれども、あくまでもエールという

ふうに聞いていただきたいのですが、工夫をしなければこのまま数字が、

財調がなくなり、基金がなくなり、事業が何もできなくなる。その悪循

環の中で人口が減り、いわゆる標準財政需要額がまたさらに減っていく

ということになっていく可能性が非常に高いと思いますので、今日は久

しぶりにこういう機会をつくってくれた委員長にお礼を言いたいと思い

ますけれども、財政がいかにこの町を発展させるなり衰弱させるなりの

大きなポイントであるかということを常日ごろ議員になったときから思

っておりますので、改めて頑張っていただきたいと思います。一つ一つ

のことに答弁は要りませんけれども、今言ったトータルのことの中でこ

れだけは特に課長として言っておきたいということを、何点かでもいい

ですのでお願いします。 

 

大平課長   耳が痛い部分もありましたけれども、最初のほうに出てこられました小

学校のグラウンドですか、ああいった部分もいろんな議論の中で、最終

的には補助金がいつつくかわからないという部分で、もともとスタート

ラインでいくと例の耐震化という部分も出てきていて、補助金が文科省

のやつがつくのかどうかもわからないという部分で、最終的な判断で起

債を充てて子供たちのためにという部分でやったというふうな記憶はあ

ります。ただ、議長おっしゃられたように、補助金が当たるのであれば

特定財源を充てるのが普通だろうというのは、本当にそのとおりだと思



23 

 

っていますので、自分たちでつくったこういう推定の部分で財源がなく

て困っているというのもありますので、そういった点については今後も

なるべくそういう活用のないようなふうに財政サイドとしては進めてい

きたいなと思っております。 

       あと、基金のほうなのですけれども、ずっと出てくるのは、思いついた

という話で積んだという形になっていますけれども、少なくとも僕が財

務課長になってからは理事者のほうからは、額はともかく、できれば庁

舎のほうも早目に積んでいって早目に手をかけたいという話が出ており

ましたので、額としては大きかったですけれども、そこは積ませていた

だいた形になっています。確かにまだまだ先だろうということなのです

けれども、できるだけ早目に財源を確保して、災害時の中核になるとこ

ろが耐震化等々で問題あるところは避けたいという考えからそこは積ま

せていただいたというふうに記憶をしております。今後については、い

ろんな場面でお話が出ているとおり、すぐに積むお金もございませんし、

そっちのほうを先にしてしまうとほかの事業に影響が出ますので、そこ

については今後のスケジュールを見ながら積んでいく形になると思って

おります。 

       あと、人件費等々につきましては、財政当局からすると高いなというの

はありますけれども、人員配置ですとか、適正な人員はどれぐらいかと

いうのは、その辺をまず詰めていかなければならないと思いますので、

その辺につきましては、総務課のほうにこういう話もありましたという

ことを伝えて、今後どうするか、なるべく早目に検討していただくとい

う形も持っていきたいというふうに思っています。 

       あと、確かに毎回出すと赤字、赤字という形で、危機感をあおっている

だけのようなふうに見えているかもしれませんけれども、何もしないと

こういう形だというのはそのとおりな部分ですので、やれることはやっ

て、かけるものはかけて、先ほど工藤委員からもありましたけれども、

税金として戻してもらうというのが一番いい部分だと思っておりますの

で、なるべくいいものにお金を使わせていただいてリターンをしていた

だいた上で町民の方々になるべく地元に残ってもらうという形も、財政

とすれば大事な収入が減っていくという形になりますので、人が減れば

交付税も減る、税金も減ってくるというのは目に見えている部分ですの

で、財政サイドとしてはそういう部分も含めた形で考えていただきたい
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というやつは原課のほうに振りたいと思っていますので、つくった数字

にはしたくないというのが本音ですので、ならないようにいって、少し

でもいい形でお金が回せるようなことを各課のほうには振っていきたい

ですし、お金の使い方についても理事者と、本当にないというのは理解

していただいていると思いますので、ないならない中でどういう形がい

いのか、議員の皆さんもそうですし、町民の方々もないならないで仕方

ないな、こういう使い方なら仕方ないなというのを理解してもらえる形

で予算の運営というか、していきたいと思いますので、よろしくお願い

いたします。 

 

磯野副委員長 皆さんほとんど言ったのですけれども、同じことの繰り返しになるので

すけれども、こういうグラフを見せられると、どんどん、どんどん町と

しては財政が膠着して、しかもさっき課長のほうからありましたけれど

も、事業の見直しもしなければならないというのは、膠着していって、

だからといってためるばかりではないのだと。使わなければならないの

だと。そういうことだと思うのですけれども、どこの町も過疎で過疎で

財政が厳しくなっていっている中で伸びていく町もある。反面。そうい

うのは、ふるさと納税を始めて羽幌より二桁も多いところがごろごろあ

るわけで、このままだと町民もだめだ、だめだというふうにますます厳

しくなっていくので、そういう意味では、羽幌町というのは資源がたく

さんあって、まだまだ頑張れる町、ちょうど今が伸びるのか疲弊してい

くのかの分岐点なのではないかなと思っているのです。そこで行政の力

というのは非常に大事になってきて、金を回してやるのも行政だと思う

のです。ですから、見直しというのも大事なのですけれども、各課でい

ろんなアイデアをどんどん出して、弾力を持って少しでも実現してやる

というのが行政の力でないかなと思うので、その辺はひとつ、みんなも

同じことを言っていたので、私からも。よろしくお願いします。 

 

逢坂委員長  ほかに。（なし。の声）なければこれで終わりたいと思いますが、私から

１点だけ最後にお聞きしたいのですけれども、財政状況の見通しの中の

３ページに、令和２年度以降の投資的経費ということで天売複合化施設

から始まって公営住宅の建設を想定しているという中で、最後のほうの

ページに行くと、いろんな基金の関係もあって、負債の関係もあって、
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調整をしながら進めていく、あるいは将来に向けては、先ほど議長から

も話があった役場庁舎の建て替えもあることだし、あるいは、これは消

防議会のほうかなと思うのですけれども、消防も半分はまだ耐震化され

ていないという現状も実はあるわけです。そういうことを含めますと、

これから大きなものがあると思うのです。その中で、基金の減少含めて

財務課としては十分見ていっていただきたいというふうに思うのですけ

れども、その辺の見通しといいますか、今現在、令和９年度までの見通

しですが、今後の見通しということで、予定どおり焼尻小中学校の建て

替えだとか公民館の建て替えだとかというような部分で進んでいくのか

どうか、現時点でわかる範囲で結構ですので、この内容でほぼ進めてい

きたいという考えで財務課はいるのかどうかお聞きしたいのですけれど

も。 

 

大平課長   今回の推計に当たりましては、今進んでいる天売の複合化は動き出して

いる部分。４年、５年の２カ年で本体が完成という形になっていまして、

あと焼尻のほうが、耐震化というのもありますけれども、災害の部分で

危険な区域になっていますので、そこの部分が解消されないのに建て替

えしないというわけにもいかないでしょうから、そこもいかざるを得な

いのでないかなと思っています。その後、今度公民館のほうもいろいろ

問題が出ていますので、本来は前なのでしょうけれども、天売が確定な

のと災害部分で焼尻もありますので、どうしても後ろへ後ろへいきなが

ら、終わればやらざるを得ないのかなというのはあります。なので、流

れ的にはそこが今のところの大きな部分でいけば柱になってくるのかな

と思っています。 

       問題は、天売のほうも本年度基本設計、来年度実施設計によって、それ

こそ事業規模が見えてきますので、それがどれぐらいになるかによって、

連続で大型事業がやっていけるのか、もしかすると１年ぐらいは待って

ほしいという空きが入りながらですとか、そういうのもあるのかもしれ

ないなと思っています。焼尻のほうにしても小中学校だけでいくのか、

複合にしなければならないのか、そういった点も出てきますので、その

ままいけるかどうかというのははっきりしていないというか、そこでい

かざるを得ないとは思っているのですけれども、ぴたぴたくっつけてい

けるのか、あけて、ちょっと我慢をしてもらいながらやるのかどうか、
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ほかの事業を大幅にとめるというのも出るかもしれないですけれども、

流れはその３つが順番にいくのかなと。 

       その中に、消防でいきますと、組合をつくっていますから、どこかでや

らなければならないとなれば、うちだけが事業が多いのでやりませんと

いう話になりませんから、全体的な部分で話が出てきた段ではそこもに

らみながらやっていかないと、衛生施設のほうの最終処分場も出てきて

いますので、どこでどれぐらいかぶるのかというのがかなり厳しい状況

もありますので、これ以上かぶると、ほかのものは我慢するとかどうと

かという、ほかの大型事業をとめざるを得ないかもしれませんので、早

目にわかったものから概算でも入れていきながら、うちがどこまで耐え

られるのかというのを見ながら考えたいなと思っています。 

 

逢坂委員長  それからもう一点、先ほど議長から出た１億円積み立てという問題、積

立金について考えは変わらないのですか。 

 

大平課長   町長とすると、少しでも積みたいというのが本音だと思います。ただ、

先ほど話をさせていただいたとおり、ほかの事業に影響するもの、基金

に積んでしまえば、ある財源の中からしか積めませんので、そうやって

いくとほかの事業がとまりかねませんので、そこはある程度方向性が決

まらないと積んでいけないのかなというふうに思っています。 

 

逢坂委員長  わかりました。それからもう一点、最後に。済みません。経常収支比率

というのは大変大きな、将来にわたって響く問題でありますので、平成

30年で既に87％まで上がっていて、このままいくとまだ来年上がります。

間違いなく。経常収支というのは人件費とか扶助費だけの問題でなくて、

財務課だけの問題ではないのですけれども、先ほど総務課長にもお話し

するという話だったので、ぜひここの部分も、職員のカットとは言いま

せんけれども、経常収支では人件費とか扶助費が一番大きい割合を占め

るわけですから、これも含めてぜひ検討してほしいと思います。そうし

ないとここの部分はふえていく一方だと私は思いますので、ぜひお願い

しておきます。答弁はよろしいです。 

       ほかに、最後ですが、ございませんか。（なし。の声）それでは、ないよ

うですので、本日の委員会はこれで終了させていただきます。ただいま
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さまざまな質疑等がなされましたが、これから内部調整等していただき

まして、ぜひ未来ある羽幌町づくりのためにご尽力をいただければと思

いますので、よろしくお願いします。それでは、本日はこれで終了しま

す。ご苦労さまでございます。 


